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12
月
16
日
か
ら
1
月
27
日
ま
で

の
間
、任
意
の
調
査
委
員
会
で
調

査
を
行
っ
た
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

委
託
者
・
三
田
市
と
受
託

者
・
三
田
地
域
振
興
㈱
と
締
結

し
た
契
約
の
金
額
は
、
平
成
14

年
度
よ
り
平
成
17
年
度
ま
で
総

額
約
2
億
5
0
0
万
円
に
の
ぼ
り

ま
す
。
こ
の
契
約
内
容
に
つ
い
て

は
三
田
地
域
振
興
㈱
か
ら
別
の

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
に
委
託
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
と

三
田
地
域
振
興
㈱
の
社
員
が
顧

問
契
約
を
締
結
し
、
同
社
員
が

金
銭
を
受
け
取
っ
て
い
た
こ
と
に

つ
い
て
、
任
意
の
調
査
委
員
会
の

聞
き
取
り
調
査
で
は
、こ
の
顧
問

契
約
の
核
心
に
ふ
れ
る
証
言
は

得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

次
に
三
田
市（
再
開
発
事
務

所
）か
ら
、
三
田
地
域
振
興
㈱
に

発
注
・
契
約
さ
れ
た
、「
三
田
駅

前（
商
業
棟
）区
分
所
有
者
の
支

援
業
務
及
び
キ
ッ
ピ
ー
モ
ー
ル
出

店
者
会
指
導
業
務
」他
の
契
約
の

中
で
、コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
代
表

よ
り
市
幹
部
職
員
が
直
接
3
0

0
万
円
の
現
金
を
受
け
取
り
、

市
職
員
を
介
し
て
特
定
の
権
利

者
に
現
金
が
渡
さ
れ
る
と
い
う

不
透
明
な
権
利
者
支
援
が
行
わ

れ
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
し

か
も
、
仕
様
書
や
既
に
三
田
地

域
振
興
㈱
か
ら
市
に
対
し
て
提

出
さ
れ
て
い
る
成
果
品
に
は
こ
の

件
は
触
れ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

た
は
地
方
自
治
法
第
98
条
に
基

づ
く
検
査
権
を
行
使
す
る
べ
き

と
の
意
見
が
出
ま
し
た
。こ
れ
を

受
け
3
月
定
例
会
第
1
日
で
、

両
案
を
採
決
し
た
結
果
、
地
方

自
治
法
第
1
0
0
条
に
基
づ
く

調
査
権
を
付
与
し
た
特
別
委
員

会
を
設
置
す
る
こ
と
が
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
の
任
意
の
調
査
委
員
会

や
市
当
局
の
調
査
検
討
委
員
会

の
調
査
内
容
を
踏
ま
え
て
、3
月

28
日
に
当
時
の
三
田
市
の
再
開

発
担
当
の
助
役
、
都
市
整
備
部

長
、
都
市
整
備
部
次
長
を
委
員

会
に
呼
ん
で
、初
め
て
の
証
人
喚

問
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

市
当
局
の
調
査
検
討
委
員
会
の

調
査
内
容
の
確
認
を
中
心
に
事

情
を
聞
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
調
査
委
員
会
は
、

三
つ
の
問
題
に
対
し
て
調
査
を

行
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
市

長
に
も
議
員
総
会
に
出
席
を
求

め
、
事
情
を
聞
く
な
ど
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
疑
問
は
解
明

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、

議
員
か
ら
は
、
よ
り
議
会
が
能

動
的
に
調
査
を
行
な
う
た
め
に

地
方
自
治
法
に
基
づ
く
特
別
委

員
会
を
設
置
す
る
声
が
あ
が
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
調
査
を
行
な

う
根
拠
と
し
て
地
方
自
治
法
第

1
0
0
条
に
基
づ
く
調
査
権
ま

議
会
の
調
査
と
は
別
に
、
市

当
局
に
お
い
て
も
外
部
の
有
識

者
も
参
加
し
た「
三
田
地
域
振

興
株
式
会
社
問
題
調
査
検
討
委

員
会
」が
設
置
さ
れ
、
調
査
が
行

な
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
3
月
7

日
に
調
査
結
果
の
報
告
が
議
会

に
対
し
て
さ
れ
ま
し
た
が
、
新

た
に
別
の
地
権
者
へ
の
補
償
が

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
判

明
し
ま
し
た
。

協議経過 三
田
地
域
振
興
株
式
会
社
の
管
理
運
営
等

調
査
特
別
委
員
会(

百
条
調
査
委
員
会)

事
実
の
解
明
に
向
け
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す

○調査権 地方自治法第100条に基づき、議
会が地方公共団体の事務に関する調査を行な
うことができる権限です。これにより関係人の
出頭や証言、記録の提出を請求することがで
きます。また、関係人が正当な理由がないのに
議会に出頭しなかったり、うその証言をしたと
きは罰せられます。
また、地方自治法第100条第11項において、

100条委員会の調査に要する経費の額は、年
度ごとに定めることになっています。
○検査権・監査請求権 地方自治法第98条に
基づき、議会が市の事務に関する書類を検閲
して、事務や出納を検査できる権限です。監査
請求権とは同条に基づいて議会が市の監査委
員に対して市の事務の監査を求め、報告を請
求できる権限です。

任
意
の
調
査
委
員
会

の
調
査
結
果

百
条
委
員
会
の
設
置

市
当
局
の
調
査
結
果

百
条
委
員
会
の
証
人
喚
問

百
条
調
査
の
目
的
は
、
疑
惑

を
解
明
す
る
中
で
問
題
点
を
明

ら
か
に
し
、
三
田
市
行
政
の
あ

り
方
を
正
常
化
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。
調
査
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
ら
、
報
告
い
た
し
ま
す
。

今
後
の
進
め
方
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会 議 名 等���
12月定例会（第2日）�
�
12月定例会（第3日）�
�
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���
議会運営委員会�
�
�
臨 時 議 員 総 会 �
�
議会運営委員会�
�
本会議 ( 第 1 日 ) �
�
第1回百条委員会�
�
第2回百条委員会�
�
3月定例会（第2日）�
�
�
3月定例会（第3日）�
�
�
臨 時 議 員 総 会 �
�
�
第3回百条委員会�
第4回百条委員会�
�
百条委員会研修会�
�

協 議 内 容 ・ 決 定 事 項 等��
代表質問で3名の議員が三田地域振興㈱問題について質問。��
同社の社員が下請会社と雇問契約を結んでいることが発覚�
個人質問で3名の議員が三田地域振興㈱の問題に
ついて質問��
「三田地域振興㈱の管理運営等に関する調査委員会」
設置��
正副委員長の選出(委員長・大月勝議員、副委員長・中田初
美議員)、今後の調査方針について協議��
調査内容の協議��
調査内容の協議��
調査内容の協議��
調査内容の協議��
調査内容の協議��
調査委員会の調査内容を全議員に説明。地権者支援として
正規の支出ではない現金300万円が特定の地権者に市職
員が渡していたことを報告する。��
市当局の調査検討委員会の調査状況の説明を受ける��
地権者支援金にかかる市当局の詳細な説明を再度、聞くこ
とに決定し、市長に申し入れる。��
地権者支援金の問題について、市長より説明を受ける�

100条調査権行使、98条検査権行使の2案が議員か
ら提案される。�
�
会派代表者会を受けて、各議員の意見集約�
今後、100条調査権行使も含めどのような方策があるか検
討していくことを議長に一任��
100条調査権を行使して調査を実施することとなり、決議
（案）を示す��
市長より再度説明をしたいとの申し出について協議��
2月17日の会派代表者会の決定事項を一旦白紙に戻し、新
しい枠組みで検討��
100条調査権の対案として98条検査権が提案される�
100条調査権と98条検査権の2案を上程し採決すること
に決定��
再度市長より説明を受ける��
100条調査権と98条検査権を議員提出議案として提出�
それぞれの提案者を確認��
100条調査権の決議案を可決、特別委員会設置��
正副委員長の選出(委員長・大月勝議員、副委員長・中田初
美議員)��
今後の方針協議��
代表質問で5名の議員から三田地域振興㈱の問題
について質問��
個人質問で1名の議員から三田地域振興㈱の問題
について質問��
市当局の調査検討委員会からの調査報告に関する当局説明。
別の地権者に地権者支援として180万円、三田地域振興㈱
の下請け業者に仕様書にない業務300万円、税金対策200
万円が支出されていることが判明。��
3月28日に証人喚問を行うことに決定し、出頭請求する。��
三田市職員3名を証人喚問し、事情を聞く。��
全国市議会議長会から講師を招き、百条調査権に
ついて研修会を開催�
�

議会の調査権、検査権・監査請求権とは

昨
年
の
12
月
定
例
会
に
お
い
て
三
田
市
の
第
三
セ
ク
タ
ー
三
田
地
域
振
興
㈱
に
つ
い

て
、
各
議
員
よ
り
多
く
の
疑
問
点
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
本
議
会
で
は
、
12
月
14
日
に
法
令
に
基
づ
か
な
い
任
意
の
「
三
田
地

域
振
興
㈱
の
管
理
運
営
等
に
関
す
る
調
査
委
員
会
」
を
設
置
し
、
調
査
に
あ
た
り
ま
し

た
。
ま
た
2
月
21
日
の
3
月
定
例
会（
第
1
日
）で
は
地
方
自
治
法
第
百
条
に
基
づ
く
「
三

田
地
域
振
興
株
式
会
社
の
管
理
運
営
等
調
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、
こ
の
問
題
の

事
実
解
明
に
向
け
て
積
極
的
に
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
3
月
末
ま
で
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

三田地域振興株式会社の管理運営等の調査に関する決議

1.調査事項
本議会は、地方自治法第100条の規定により、次の事項につい
て調査するものとする。
盧三田地域振興株式会社が平成13年4月設立以降において、

三田市の出資金によって行なった事業等に関する事項について
盪三田市と三田地域振興株式会社の間で交わされた委託契約
に関する事項について
2.特別委員会の設置
本調査は、地方自治法第110条及び委員会条例第4条の規定に
より8名以内の委員からなる三田地域振興株式会社の管理運営
等調査特別委員会を設置して、これに付託して行なう。
3.調査権限
本議会は、1に掲げる事項の調査を行なうため、地方自治法第
100条第1項の規定により、選挙人その他の関係人の出頭、証言
及び記録の提出を請求する権限並びに同条第10項の規定により、
団体等に対し照会をし又は記録の送付を求める権限を上記特別
委員会に委任する。
4.調査期限
上記特別委員会は、1に掲げる事項の調査が終了するまで閉会
中もなお継続して調査を行なうことができる。
5.調査経費
本調査に要する経費は、平成17年度においては100万円以内
とする。

以上、決議する。
平成18年2月21日　　兵庫県三田市議会


